
結 果 の 概 要

１ 外国人の入出国

(1) 外国人の入国状況

平成29年における外国人の正規入国者は27,428,782人（新規入国者25,092,020人，再入国者

2,336,762人）で，前年に比べ約421万人（18.1％） 増加している。

平成24年以降の新規入国者及び再入国者の推移を見ると，第１図のとおりである。

新規入国者及び再入国者ともに平成24年から増加傾向にあり，平成24年と平成29年を比較すると，

新規入国者は17,542,022人（232.3％），再入国者は714,614人（44.1％）増加している。

(2) 正規入国外国人の在留資格

平成29年における入国外国人の在留資格を新規入国者，再入国者別に見ると，第２図のとおり

である。新規入国者で最も多いのは，短期滞在の24,617,024人で新規入国者全体の98.1％を占め，

次いで，留学が123,232人（0.5％），技能実習１号ロが120,179人（0.5％）と続いている。一方，

再入国者では，永住者が761,365人で再入国者全体の32.6％を占め，次いで，技術・人文知識・国

際業務が369,300人（15.8％），留学が318,546人（13.6％），日本人の配偶者等が164,410人（7.0％），

家族滞在が161,971人（6.9％）となっている。

在留資格は活動に基づくものと身分又は地位に基づくものに大別され，活動に基づくものは，

更に，各在留資格に定められた範囲内での就労が認められるものとそうでないものに分かれてい

る。

平成29年の新規入国者を上記の区分で見ると，在留活動及び身分・地位の構成比は第３図のと

おりである。そのうち就労が認められないものは24,809,758人で，全体の98.9％を占めている。
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また，それぞれを在留資格別に見ると，第４図から第６図のとおりである。

就労が認められるものは，技能実習１号ロが120,179人で55.9％を占め，最も多い。就労が認めら

れないものは，短期滞在が24,617,024人で99.2％を占め，最も多い。身分又は地位に基づくものは，

公用が29,684人で44.1％を占め，最も多い。

なお，外交及び公用は，出入国管理及び難民認定法上では活動に基づくものに分類されているが，

一般的な就労活動とは異なるため，便宜上，身分又は地位に基づくものに，また，特定活動は，法

務大臣が個々に指定する活動であり，就労が認められるものとは限られないため，就労が認められ

ないものに計上した。
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(3) 正規入国外国人の男女別推移

平成24年以降の入国者を男女別にその推移を見ると，第７図のとおりである。平成29年は平成

24年に比べて，男性は7,868,188人増加の12,600,233人，女性は10,388,448人増加の14,828,549人

となっている。これを男女別の比率で見ると，平成24年には男性が51.6％，女性が48.4％であっ

たが，平成29年は男性が45.9％，女性が54.1％となっており，女性の比率が上昇している。

(4) 正規入国外国人の国籍・地域別推移

平成24年以降の入国者を国籍・地域別にその推移を見ると，第８図のとおりである。平成29年

の入国者は韓国が7,405,519人で最も多く，次いで，中国が5,761,064人，台湾が4,351,147人，中

国〔香港〕が2,125,925人の順となっている。

平成24年と平成29年を比較すると，中国〔香港〕が1,663,005人（増加率359.2％），タイが729,287

人（同256.8％)，中国が4,134,799人（同254.3％）の順でそれぞれ増加している。
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(5) 正規入国外国人の男女別年齢構成比

平成29年の入国者を男女別に年齢の構成比で見ると，第９図のとおりである。男性は30歳

代が24.4％（3,072,419人) ，20歳代が20.0％（2,523,451人) ，40歳代が18.2％（2,298,869人）

の順となっており，女性は20歳代が23.5％（3,489,494人)，30歳代が23.0％（3,417,427人)，40

歳代が17.1％（2,533,378人) の順となっている。

(6) 正規入国外国人の月別入国状況

平成29年の入国者を月別に見ると，第10図のとおりである。入国者が最も多い月は4月の

2,495,362人で，次いで，7月が2,478,403人，10月が2,449,843人の順となっている。また，前年

同月と比較すると，全ての月で増加しているが，11月が26.0％，5月が23.5％，4月が22.1％と特

に増加している。
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(7) 正規出国外国人の滞在期間

平成29年の単純出国者（再入国許可を得て出国した者及びみなし再入国により出国した者を含

まない。)は，24,770,368人で，これを日本における滞在期間別に見ると，第11図のとおりである。

5日以内が67.2％（16,639,798人)，10日以内が23.6％（5,857,329人) ，15日以内が5.1％（1,263,672

人)となり，これら15日以内の滞在者が全体の95.9％（23,760,799人）を占めている。

     

２ 日本人の出帰国

(1) 日本人の出国状況

平成29年における日本人の出国者は，17,889,292人であり，前年に比べ772,872人（4.5％）増

加している。

平成24年以降の出国者の推移を見ると，第12図のとおりである。出国者の数は，平成24年から平

成27年まで減少傾向が続いていたが，平成28年から増加している。
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次に，平成24年以降の出国者を男女別にその推移を見ると，第13図のとおりである。平成29年の

男性出国者は9,949,214人となっており，一方，女性出国者は7,940,078人となっている。

また，これを男女別の比率で見ると，平成24年は男性が54.5％，女性が45.5％であったが，平

成29年は男性が55.6％，女性が44.4％となっており，男性の比率が若干上昇している。

    
(2) 出国日本人の港別推移

平成24年以降の出国者を主要港別にその構成比の推移を見ると，第14図のとおりである。平成

29年における日本人出国者の空海港別については，空港からの出国者は17,725,102人で全体の

99.1％を占め,海港からの出国者は164,190人となっている。港別では,成田空港が6,790,184人（構

成比38.0％）で最も多く,次いで羽田空港が4,614,536人（同25.8％），関西空港が3,302,811人（同

18.5％），中部空港が1,438,939人（同8.0％）となっており，これら４空港で全体の90.3％を占

めている。

1,007 970 953 928 963 995842 778 737 694 749 794

54.5 55.5 56.4 57.2 56.3 55.6 

45.5 44.5 43.6 42.8 43.7 44.4 

0

20

40

60

0

500

1,000

1,500

平成２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９年

（％）
（万人）

第１３図 出国日本人の男女別推移

男 （人） 女 （人） 男 （％） 女 （％）

45.0 46.1 41.8 40.1 38.8 38.0 

15.3 15.2 20.7 23.6 24.8 25.8 

19.6 19.7 19.1 18.7 18.6 18.5 

9.0 8.8 8.6 8.4 8.2 8.0 
5.0 4.9 5.0 4.8 5.0 4.9 
4.9 4.4 3.9 3.5 3.7 3.9 

0

20

40

60

80

100

平成２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９年

(％)
第１４図 出国日本人の港別構成比の推移

海港

他の空港

福岡

中部

関西

羽田

成田



(3) 出国日本人の年齢

平成24年以降の出国者を年齢別にその推移を見ると，第15図のとおりである。平成24年と平成

29年を比較すると, 10歳代が14.3％（128,671人），9歳以下が5.9％（35,641人），50歳代が3.7％

（113,497人）， 20歳代が0.5％（14,089人）の順でそれぞれ上昇しているが， 30歳代が13.2％

（473,928人），60歳以上が11.6％（417,798人），40歳以上が0.04％（1,537人）の順でそれぞれ

低下している。

     

次に，平成29年の出国者を男女別に年齢別の構成比で見ると，第16図のとおりである。男性で

は40歳代が23.9％（2,380,616人），女性では20歳代が24.0％（1,901,709人）でそれぞれ最も多

く，総数では40歳代が20.5％（3,660,960人)で最も多くなっている。
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(4) 日本人の月別出国状況

平成29年の出国者を月別に見ると，第17図のとおりである。8月が1,888,071人で最も多く，次

いで，3月が1,745,412人，9月が1,622,694人の順となっている。また，前年同月と比較すると，4

月及び10月を除き増加しており，3月の増加率が12.6％と最も高くなっている。

(5) 帰国日本人の海外滞在期間

平成29年に帰国した日本人は17,876,453人で，これを海外における滞在期間別に見ると，第18

図のとおりである。５日以内が59.2％（10,590,134人) と過半数を占め，次に，10日以内が23.0％

（4,106,292人)，15日以内が4.6％（820,756人）と続き，これら15日以内の海外滞在者が全体の

86.8％（15,517,182人)を占めている。
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